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LATE装置ではOhmic加熱を用いずECHのみで
加熱を行い、プラズマ電流を立ち上げて、より
高いプラズマ電流、密度の球状トカマクプラズ
マを生成する実験を行っている。本研究では
LATE装置に初めて10µsの優れた時間分解能を
もつ磁気ブローブ（AT probe）をトロイダル方
向に２カ所設置し、radial方向とvertical方向の２
方向の磁場計測を行っている。
昨年度のLATE高密度放電実験では、プラズマ
電流9.6kAの密度の高いプラズマにおいて、図
１に示すような磁場スパイクが観測された。こ
の磁場スパイクの特徴は100µsの速い磁場変動
であり、トロイダル方向に２カ所設置した４つ
の磁気プローブの信号間に位相差はなく、すべ
てプラズマ電流と同じ向きの電流が近づいて
くる方向にスパイク状の変動をすることであ
る。また、スパイクに伴い、干渉計のすべてのコ
ードで密度が低下する結果が得られている。特
に、水平コード（Rt=12cm）では約20%もの密
度低下を確認している。さらに、このスパイク
に対応したものが高速CCDカメラのプラズマ
像にも現れている。磁場スパイクに対応した
50µs毎のプラズマ像（A~C）とそれら画像の差
分をとったものを図２に示す。B-Aの差分画像
を見ると、閉じた磁気面を境界にして、内側で
は発光強度の差分が負であり、外側では正にな
っている。一方でC−Bの差分画像を見ると、閉じ
た磁気面を境界にして、内側では発光強度の差
分が正であり、外側では負になっている。すな
わち、AからBにかけてプラズマが突発的に閉じ
た磁気面の中から外に噴出していると推定で
きる。従って、磁気プローブによって観測され
た磁場スパイクは閉じた磁気面の中から外へ
の突発的な噴出現象に対応していることが分
かった。
この他にも、磁場スパイクに対応したものが軟
X線信号やポロイダル磁束信号にも現れている。
また噴出現象の発生頻度に関しても、プラズマ
電流や密度が高くなるほど多くなることが分
かっている。これらの詳細は本発表にて報告す
る。

　　       図１ 磁場スパイクの観測

     図２ 磁場スパイクに対応したプラズマ像
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